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研究成果の概要（和文）：成果は大きく3つにわけられる。（1）自転車競技選手の追跡調査から、都市部に生き
る若者の生計戦略を生涯の過程に位置づけてあきらかにすることができた。ここには、COVID-19禍におけるアス
リートの生活形態の再編という重要な論点も含まれる。（2）競技選手時代に培った「技能」の引退後の展開、
すなわち、元競技選手にみられる身体性を基盤とした関係性の持続的な性格をあきらかにすることができた。
（3）植民地期よりアフリカの若者に向けられてきた、「発掘を待つ才能ある身体」と「エンパワーされるべき
身体」というまなざしが、自転車競技団体の形成と存続に強い影響力をもっていることをあきらかにすることが
できた。

研究成果の概要（英文）：The research achievements are threefold. (1) The follow-up study of 
competitive cyclists allowed to identify the livelihood strategies of young people living in urban 
areas over the course of their lifestages. This includes the important issue of the restructuring of
 athletes' lifestyles in the COVID-19 disaster. (2) The post-retirement development of "skills" 
cultivated during the competitive athletic period, i.e., the sustained nature of relationships based
 on embodied experiences among former competitive cyclists, is revealed. (3) This study demonstrates
 that the "talented body waiting to be discovered" and the "body to be empowered" gaze directed 
toward African youth since the colonial period had a strong influence on the formation and the shape
 of the cycling group.

研究分野：文化人類学／スポーツ人類学

キーワード： スポーツ　文化人類学　ケニア　身体　自転車　身体感覚（疲労・痛み・苦しみ）と他者理解　アフリ
カのスポーツ選手の生活実態　ケニアの自転車競技選手の生涯

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、身体性を基盤とした他者との共存可能性を考察する点で、社会集団の在り方とその存続方法を探究し
てきた人類学的研究を更新する。スポーツ実践を個人の内面だけではなくモノや周囲の環境も含めた生態学的な
視角から捉え直す試みは、精神論や根性論といった心の問題に結び付けられてしまいがちなスポーツ選手に対す
る理解を相対化することにもつながる。
また、ケニアの自転車競技選手の引退後の社会生活や競技時代に育んだ技能の展開を民族誌的にあきらかにする
ことは、東アフリカの都市社会に生きる多くの若者が直面する社会問題の実態を把握し、その解決方策を考える
際の基盤となる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
ある集団の社会性について論じることは、本質的に他者と生きざるを得ない人間の共存の可
能性を模索し、その共存の在り方を多様化していく点で重要である。そのなかでも、社会集団の
成立と維持において、そこに制度や理念の優位性を認めるのではなく、身体が「いま－ここ」に
定位している現実から考えるという試みの流れの中に、本研究は位置づけられる。身体性から共
同性の成り立ちを考察した研究群のなかで、早木は生活リズムの同調が共同体の成立の大きな
要因であることを指摘している［早木仁成(2016)「共感と社会の進化」］。またサブスタンス論で
は、身体を構成する物を共有・交換するという実生活における人びとの関わり合いの中に、人び
とのつながりの根拠を見出している［Carsten (2000) Culture of Relatedness］。また、スポー
ツ選手を対象とした研究群は、身体感覚に焦点を絞り、お互いが共通の土台を持たないところで
生起する創発的な関係性を射程に入れた議論を展開してきた。そこで注目されてきたスポーツ
選手の特徴ともいえる豊かな身体的経験というのは、スポーツする身体どうしのリズムの同調
や共振から生まれる興奮、一体感、高揚感といった非日常的で忘我的な身体感覚であった［亀山
佳明(2012)『生成する身体の社会学』／中井正一(1962)「スポーツ気分の構造」『美と集団の論
理』／Jackson, Susan. and Mihaly Csikszentmihalyi (1999) Flow in Sports］。これまでの研
究の傾向をまとめると、共同性を確立していくために、人びとは共有できるものをいかに共有し、
同調できるものにいかに同調しているのか、という点が焦点化されてきたといってよい。しかし、
そこでは、一見したところ共有や同調とはかけ離れた、痛みや疲労といった感覚は軽視されてき
た。 
報告者はこれまでの自身の研究において、この問題を解決するために、ケニアにおける自転車
競技選手育成団体 Aを対象とし、調査を実施してきた。疲労の感覚に焦点を当てるために、持久
力を競う過酷なスポーツである自転車競技に着眼した。ここでいう自転車競技とは、ツール・ド・
フランスなどで知られる一般道を使用した長距離ロードレースである。報告者が調査を行う団
体 Aは、ケニアの貧困層の青少年を 15 人ほど集め、彼らをプロの自転車競技選手へと育成する
ことを試みる団体である。報告者は彼らの日常に迫るために、彼らが共同生活を送るキャンプに
て寝食をともにし、家事の分担から余暇の行動までを詳細に参与観察してきた。さらに、報告者
自身も自転車に乗り、彼らとともに練習や大会出場を重ねる中で、彼らと身体感覚を共有するよ
う努めてきた。現地フィールド調査は 2013 年から実施し、本研究課題の申請時点では、合計 18
ヶ月間の調査を重ねてきた。本研究課題は、このフィールドにおける発見の延長線上に位置づけ
られる。 
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、ケニアの自転車競技選手を事例に、たがいに葛藤や嫉妬を抱えつつも共存し
ている集団の在り方を探究することを通して、社会集団の生成とその持続性を論じる研究に一
石を投じることである。本研究では、自転車競技選手の身体性、すなわち「身構え」に注目する。
他者との共存を論じる際に、何かを共有、または何かに同調することによって共同性が立ち上が
ることを指摘することも重要であるが、むしろ問うべきは、差異や葛藤を抱えながらもたがいに
共存することを可能にするその在り方である。これまでのフィールド調査から、人と人の相互関
係だけでなく、環境を接点として生じる「身構え」が、競技選手が他者と共存しようとする際に
重要な役割を担っている可能性を導き出した。 
これまでの研究成果において、練習や大会後の極度の疲労によって立ち現れる身体性によっ
て、団体 Aという社会集団の共同性が保たれている可能性を指摘した。極度の疲労は選手に対し
て、ある特定の仕方で周囲の環境に接することを要請する。それをここでは「身構え」と呼ぶこ
とにする。まさに、この環境に対する身構えが、本来個々の出来事として考えられがちな「疲れ
る」という経験を、環境を接点として相互に参照可能なものにしていた。それが、この集団の共
同性を支えている大きな要因であることを指摘した。この集団の共同性が報告者にとって特別
なものに感じられたのは、（１）環境を接点とした彼らの関係性は、「感覚の共有や同調である」
と簡単に片づけられそうにないこと、（２）彼らの共同性は決して一枚岩ではないこと、による。
というのも、それぞれの選手の 2015 年 10 月から 2016 年 3月までの半年間の総収入額を調べる
と、選手のあいだには最大で 40 倍もの開きがあり、その格差によって、選手のあいだに深刻な
摩擦がしばしば見受けられた。しかし、それでも彼らは団体としてまとまり、ともに練習をこな
し、チームとして大会に出場する。ここには、「一緒に生活してきたチームメイトに対する助け
合いの精神」といった陳腐な説明では捉えきれない、身体性を基盤とした他者への独特な姿勢、
すなわち身構えがあるように思えてならない。したがって、本研究課題の核心をなす学術的「問
い」は、摩擦や嫉妬を抱えつつも他者と共存する在り方の可能性を、身構えといった身体性から
いかに探究することができるか、である。それは、スポーツ選手の身体的な経験をモノや周囲の
環境との接点において捉え直すことで、この環境を接点として生じる「身構え」による他者との
共存の可能性を探究することである。 



本研究の独自性は、制度や理念からではなく、あくまで身体性を基盤として社会集団について
考察する点である。それを、豊かな身体的経験を有するスポーツ実践において、また努力の結果
や各個人の差異が目に見える形で分かりやすいスポーツ空間において実施するところに、独自
性がある。本研究の創造性は、上記の目的を達成するために、生態学的観点からスポーツ実践を
考察しようと試みることである。さらに、「身構え」はいかに他者と共存する姿勢へと接続され
るのか、という点を深めるために、生態学的な視角の延長線上に展開される哲学の知見や「身体
化された心」の研究群を参照するところに発展性がある。 
 
 
３．研究の方法 
当初の実施計画に沿う形で、初年度である 2018 年度は文献研究（理論研究と事例研究）と研
究者とのネットワーク構築に力を注いだ。具体的に、理論研究では、アフォーダンスに代表され
る生態学的視点にまつわる諸概念や「身体化された心」の研究群を精読することで、スポーツ選
手の実践をモノや周囲の環境との関係において捉え直すことができた。事例研究では、障害や病
いをもった「思い通りにならない身体」と、周囲の環境との相互作用を扱った研究を精読した。
そのなかで、周囲の環境との関係に埋め込まれた身体の直接経験こそが、思考・認識・知覚の基
礎になっているとする立場を批判的に検証することができた。 
2 年度目である 2019 年度は、引き続き文献研究を継続すると同時に、当初の予定通り 8 月か
ら 9月にかけてケニアでの現地フィールド調査を実施した。今回の調査は、これまでの現役選手
を対象とした調査とは異なり、成績不振などを理由に競技団体から離れざるをえなかった元競
技選手を対象にした。彼らの現在の生活状況を把握し、さらに競技選手であった過去が現在に対
して与える効果について聞き取り調査を実施した。そのなかで、彼らは現役選手との距離を保ち
つつ、また自身が選手時代に培った人脈を巧みに頼りながら、競技以外の仕事で生計を成り立た
せていた。その現状から、現役と引退選手の共存というよりも、並存という分析の方向性が導き
出された。これは、セカンド・キャリアという言葉で単純に位置づけられてしまいがちなアスリ
ートの競技後の生活を、現役選手と引退選手、および引退選手どうしの関係から再考する事例に
も成り得る。 
3 年度目である 2020 年度は、COVID-19 による影響で、フィールド調査の見合わせや参加予定
の学会が中止になるなど、計画の変更を迫られた。ケニアへの渡航がかなわないながらも、継続
して文献研究をおこないながら、現時点でのデータを整理・分析し、研究成果を積極的に口頭で、
および論文で発表した。とくにオンラインツールを活用しつつ実施したそれらの発表機会にお
いては、国内外のあらたな人脈を広く築くことができた。さらに、それぞれ異なるテーマが設定
された発表機会において、アフリカにおけるスポーツの歴史とアスリートの身体の位置づけ、都
市部に生きる若者の生計戦略、アフリカにおけるスポーツ開発援助事業の展開というように、そ
れぞれ異なる文脈において本研究の今後の課題を浮き彫りにすることができた。 
当初は 3 年間で計画した研究課題であったが、COVID-19 の影響も考慮し、フィールドワーク
の再開に希望を託し、研究期間の延長を申請した。COVID-19 の感染拡大の中で、ケニアのアス
リートもあらたな生活様式を問われていた。4 年度目となった 2021 年度は、ケニアでの現地調
査ができない代わりに、遠隔でインタビュー調査を実施する環境を整え、オンラインツールを活
用しながら現地のインフォーマントにインタビュー調査をおこなうことができた。環境を整え
るために、旅費等で使用予定であった予算を使用した。具体的には、COVID-19 によるアスリー
トの生活形態の再編、そのような状況下におけるアスリートの身体との向き合い方、さらに自転
車競技団体のコミュニティ内外の関係性の変容や維持の様相の一部をあきらかにすることがで
きた。2021 年度は、それぞれ異なる文脈において本研究を深めることができた。（１）移動およ
び滞留する身体の感覚から生み出される自転車競技選手のリズミカルな経験世界、（２）現役選
手時代に習得した技能の引退後の展開、（３）都市部に生きる若者の生涯における生計戦略とい
う観点から捉えた自転車競技選手であること／あったことの効果。 
 現地フィールド調査を実施できない状態が続いていたため、研究期間再延長願を申請し、研究
期間が当初の予定である 3年間から 5年間へと延長された。これは、社会集団の生成とその持続
性を論じるという本研究課題の目的からして、結果的に（元）自転車競技選手の社会生活をより
長いスパンで多角的に考察することを可能にした。ケニアにおいて自転車競技選手として生き
るとはどういうことかを、彼らの生涯と関連づけて理解する助けになった。最終年度となった
2022 年度は、COVID-19 の影響により見合わせていたケニアでのフィールドワークを約 3年半ぶ
りに実施できた。元選手のライフヒストリーを重点的に収集することができた。対面でのインタ
ビューや参与観察は、その人間の身振りや表情、また身体やモノを含めた空間までも捉えること
を可能にした。具体的には、COVID-19 によって生じたスポーツ選手の生活形態の変化と再編の
詳細、自転車競技団体内外の関係性の変容の様相、さらに自転車競技から離れた元選手どうしの
つながりや機微を調査することができた。 
 
 
４．研究成果 
すでに研究方法の箇所でも触れているが、成果は大きく 3つにわけられる。1つ目は、自転車
競技選手の追跡調査から、都市部に生きる若者の生計戦略を生涯の過程に位置づけてあきらか



にすることができた。ここには、COVID-19 禍におけるアスリートの生活形態の再編、自転車コ
ミュニティ内外の新しい職場等での人間関係の再構築という重要な論点も含まれる。2 つ目は、
競技選手時代に培った広義の「技能」の引退後の展開、すなわち、元競技選手にみられる身体性
を基盤とした関係性の持続的な性格をあきらかにすることができた。これには、元競技選手が団
体 A を離れたあとも活用する選手どうしのネットワークの更新方法が含まれる。たとえば彼ら
は、自転車競技選手時代の「思い通りにならなかった身体」を特定の環境下やモノとともに現在
の語りの中にふたたび引き出すことで、たがいの身構えを更新し、たがいの存在を了解していた。
3つ目は、当初の研究計画には含まれていなかったが、フィールドワークを実施できなかった期
間に取り組んだ文献研究の成果である。植民地期よりアフリカの若者に向けられてきたまなざ
し、すなわち「発掘を待つ才能ある身体」と「エンパワーされるべき身体」というまなざしが、
自転車競技団体の形成と存続に強い影響力をもっていることをあきらかにした。 
各年度における研究成果の詳細は以下の通りである。申請書にも記したように、本研究課題は
自身のこれまでのフィールドワークの延長線上に位置づけられる。2018 年度の文献研究を通し
て、これまでに収集していたデータの分析を複眼的に深めることができた。さらに、それらの成
果を研究者以外の幅広い層に発信することができた。具体的には、以下の 2 点があげられる。
（１）萩原卓也、2019、「「わかる」への凸凹な道のり―どうしようもない身体を抱えて走って」
『ラウンド・アバウト－フィールドワークという交差点』神本秀爾・岡本圭史編、pp.27-38.（２）
萩原卓也、2019、「痛みが開く、わたしが開く」同上、pp.39-50. 
2019 年度は、8月から 9月にかけて実施したフィールドワークにおいて、競技生活から離れた
元選手への追跡調査を通して、都市部に生きる若者の生計戦略と、ケニアにおける自転車競技と
いうスポーツの特徴をあきらかにすることができた。これまでの文献研究とフィールド調査の
成果を、以下 3 つの異なる層に対して発表した。（１）6 月には、新設された国際ファッション
専門職大学にて、全身を投入して身体で考えるフィールドワークの意義を新入生に対し話す機
会を得た。（２）7月には、スポーツ人類学会が定期的に主催している「スポ人サロン」というセ
ミナーにおいて、研究の進展が期待されるアフリカのスポーツ事情について研究者と共有する
機会をもった。（３）8月には、東京 2020 オリンピック・パラリンピックに関連した Sport For 
Tomorrow 事業の一環で、調査地であるケニアの在ケニア日本国大使館にて、現地の大学に勤務
するケニア人のスポーツ研究者とケニア国家科学技術イノベーション委員会(NACOSTI)代表者の
参加のもと、シンポジウムで研究成果を発表した（日本学術振興会ナイロビ研究連絡センター主
催）。ケニヤッタ大学の研究者を含む参加者と「よりよいスポーツの在り方」について議論を深
めることができ、現地のスポーツ研究者と交流できたことは大きな収穫であった。今後は彼／彼
女らと連携し、より幅広いアスリートを対象とした共同研究にもつなげていきたい。 
2020 年度は、COVID-19 感染拡大により現地調査こそ実現しなかったものの、フィールド調査
に時間を割かなかったぶん、これまでの研究内容を整理・分析することに力を注ぐことができた。
そして、その成果を多くの研究会、シンポジウム、学会にて発表することができた。また、それ
らの一部を論文や総説として発表することもできた。おもな研究成果は以下の通りである。（１）
生業としての自転車競技の側面とそれを支える競技団体の取り組みを分析した。Takuya 
HAGIWARA. 2021. Using Sport to Move on to the Next Stage of Life: The Case of Young 
Cyclists in Kenya. In W. Shiino & I. Karusigarira eds., Youth in Struggles: Unemployment, 
Politics, and Cultures in Contemporary Africa, pp. 187-213.（２）アフリカにおけるスポ
ーツ競技の歴史と、開発援助事業や大衆スポーツの消費動向を含む今後の展望について解説し
た。田暁潔・萩原卓也. 2020.「第 13章グローバル×スポーツ：13-7.アフリカ」間野義之・上
野直彦監修『スポーツビジネスの未来 2021-2030』pp.468-485. 
 2021 年度も、現地調査こそ実現しなかったものの、現地調査に割く予定だった時間を、アフ
リカにおける競技スポーツ全般の歴史を文献調査することに充てた。その成果をこれまでの研
究内容とあわせて、論文として公刊することができた。歴史的にアフリカの若者に向けられてき
たまなざしと、実際に彼らが経験する感覚による集団の形成とその持続性について分析し、論文
として発表した。萩原卓也．2022.「身体をめぐるまなざしと感覚を基盤とした集団の形成と成
形―自転車競技選手として生きるケニアの若者を事例に」『史苑』82(1)：135-164. 
 最終年度である 2022 年度は、これまでの研究成果を 2つの国際会議で発表した。（１）競技時
代に培った身体性を基盤とした他者との共存／並存の可能性に焦点を当て、International 
Conference of Ethiopian Studies で発表した。アフリカ現地での発表は、研究内容の地域的特
性と普遍的な問いをあらためて検討する機会となった。（２）また、International Symposium on 
Lifelong Sciences では、ケニアにおけるスポーツ経験が若者の生涯や生計戦略に与える効果に
ついて発表した。これは、今後の研究の展開を考えるうえでも貴重な契機となった。今後の研究
の展開として、国際会議で得られたフィードバックやあらたな知見をもとに、（１）「ケニアにお
けるアスリートの競技後の人生設計と人脈の活用」に関する論考を地域研究系の学術誌（『アフ
リカ研究』など）へ、（２）「身体性を基盤とした他者との共存／並存を可能にする身構え」を扱
った論文をスポーツ研究系の学術誌（『スポーツ人類學研究』など）へ、（３）「練習で身体を動
かす行為とそれに付随する疲労から生まれる感覚がいかに自転車競技選手の経験世界を形づく
り、彼らの日常のリズムを形成しているのか」を考察する論考を投稿することを予定している。 
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